
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年２月２５日発行 令和６年度学校だより 

No.１ 発行元：〒066-0011 千歳市駒里９４５番地 千歳市立駒里小中学校 ☎0123-23-3237 

めざす学校像 

『地域とともに 子どもの夢を育み 笑顔あふれる学校』 
発行責任者：北村 剛 

学校 HP 

教育目標 

やさしい子 

進んで学ぶ子 

元気な子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 北 村  剛 

 社会の変化に伴い価値観の多様化や核家族化・家庭の教育力が問われて久しい中、今もなお家庭教育の重要

性が求められています。子育てをする中で、親の関わり方は子どもに大きな影響を与えます。言い換えると「子

どもの性格は親とそっくり」とも言えます。親が変わらなければ、子どもは大きく成長しないということに繋が

るのです。家庭教育カウンセラーの内田玲子さんの著書に、子育てに関するものがありましたので、一部ご紹介

いたします（一部本文から修正しております）。 

～自分のクセに、はまっていませんか？ 人には七癖、馬には馬癖というように、人それぞれに色々なクセを

もった親がいます。家庭によっても違うでしょうが、様々な心のクセ、生活のクセを持った親によって育てられ

るのですから、子どもの方も色々な性格、生き方、考えを持った子どもができあがるわけです。ですから一概に

「こうである」と断言できませんが、ただ親の暮らしぶりや生き方やクセは、必ず子どもがコピー機のように再

現してくれることは確かなのです。いま、子どもから呼ばれた時、どんな答え方をしていますか。次のような対

応をしていませんか。～ 

       ▼「何よ」「何だ」・・・・・・・・・・・・・・（脅迫型） 

       ▼「いま、忙しい」・・・・・・・・・・・・・（言い訳型） 

       ▼「うるさいなぁ」・・・・・・・・・・・・・（へりくつ型） 

       ▼「あとにして」・・・・・・・・・・・・・・（逃避型） 

       ▼「何かあったの」「どうしたの」・・・・・・・（常に疑う型） 

～親が子どもから呼ばれた時、すぐに子どもの目をしっかり見て「はい」と答えて、心のチャンネルを子ども

に合わせてみて下さい。そういう姿勢と心の受け皿があるだけで、自分のことを受け止めてもらった子どもは、

嬉しいし素直になります。そうした親の心は、大地と同じです。子どもの心を親がしっかり受け止めることで、

大地に根を張った草木が育っていくように、子どもの心はすくすくと育っていくのです。親が気づけば子育て

はその時点で成功です。～ 

 いかがでしょうか。これは親に限らず、一般的に大人にも言えることです。特に私たち教師も同様です。どん

な状況でも心の器を大きくして、子どもと関わりをもつ大切さを忘れたくないものです。私自身も親として、大

人として、教職に就いた身として、後悔と自戒の念を含めてご紹介いたしました。 

さて、３月１３日（木）は、卒業証書授与式を迎えます。児童生徒８名の卒業生の前途を、みなさんとともに

祝福をしたいと思います。ご多用のこととは思いますが、多くの保護者ならびに関係者のご列席を賜りますよ

う心からお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《３月活動予定》SC：スクールカウンセラー来校日 

日 曜 活動予定 給 

1 土   

2 日   

3 月 
バク朝会 卒）練習① 児童会⑩  

生徒会⑪ 
○ 

4 火 公立入試①:中 12)5 時間授業 △    

5 水 公立入試② △    

6 木 
卒）練習② 卒業生を送る会 中 3)4

時間他 5 時間授業～1２日 
○ 

7 金 中 3）同窓会入会式 ○ 

8 土   

9 日   

10 月 対面式実行委① 中 3）大掃除 SC ○ 

11 火 公立入試追検査 ○ 

12 水 卒）総練習 前日準備(5h) ○ 

13 木 卒業証書授与式 × 

14 金 4 時間授業開始 △    

15 土   

16 日   

17 月 公立合格発表 △    

18 火 対面式実行委② △    

19 水  △    

20 木 春分の日  

21 金 大掃除  △ 

22 土   

23 日   

24 月 修了式･離任式:午前授業･給食無し × 

25 火 学年末休業～31 日  

26 水   

27 木   

28 金   

29 土   

30 日   

31 月   

 

２月１３日に今年度最後の小学校の歩くスキー学

習がありました。最後の学習では、林間コースに挑戦

してきました。２月としては気温が高い日が続き、雪

が重たく滑りにくいコンディションでしたが、全員が

林間コースを１周してくることができました。体力向

上につながるよい活動となりました。 

 

２月１０日、１７日に生活科・総合的な学習として

小中揃って『アイヌ文化学習』を行いました。アイヌ

民族文化財団アドバイザーの方をお招きし、アイヌ語

の地名、服、楽器、紋様などについて分かりやすく教

えていただきました。自分たちの周りはアイヌ語由来

の地名で溢れていることや、『ラッコ』『トナカイ』『シ

シャモ』はアイヌ語であることなどを知り、驚いてい

ました。その後は『ムックリ』や『トンコリ』の音色

を聴いたり、アイヌ紋様の切り絵をしたりしました。

アイヌの文化に触れる貴重な機会となりました。 

２月１３日に「学校運

営協議会」を開催いたしました。会議の冒頭の部分

にて「授業参観」をしていただき、随所にＩＣＴを

活用していることや、少ない人数の中でも「対話」

させて考えを広げたり、深めたりする姿を見て、教

職員の努力や頑張りを高く評価していただきまし

た。授業参観後、校長室にて協議を進め、多くのご

意見等をいただきました。今 

後も魅力ある学校づくり、開 

かれた学校づくりをさらに進 

めて参りたいと思います。 

ありがとうございました。 

 



 


